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●CNCPはあなたが参加し楽しく議論し活動する場です● 

シリーズ「土木ということば」 第２回 日記の「土木」 

中国から「土木」ということばが伝来した後、平安後期から鎌倉初期に公卿が記した日記

は漢文体であることから漢語の「土木」が使われている。 

藤原行成（972～1028 年）の『権記』長保四年（1002 年）三月十九日「仍營造之

間、重制過差、不費土木之功力、可減柱梁之高大」は宮廷の造営費用を倹約することについ

て、平信範（1112～1187 年）の『兵範記』久安五年（1149 年）十月廿五日「去夏企土

木、其功速終、今日被遂供養也」は供養のための御堂を造営したこと、の記述である。 

藤原定家（1162～1241 年）の鎌倉初期の日記『明月記（自筆本は国宝）』には、嘉禄

二年（1226 年）六月五日「下人説、夜火果而是最勝光院云々（中略）土木之壮麗、荘厳之

華美、天下第一之佛閣也、惜而可惜、悲而可悲、已矣云々、遺青侍宗弘、令見彼御堂、未時

歸来、南西之諸門幷半作破壊、塔不撓、預承仕等悲泣之外、人不見云々、面々述懐、佛供燈

明断絶、諸庄兵士一人不参、夜半許御堂火付之由有告者、驚出而見之、五六人許奔出、一両

承仕、寧及是非哉、佛像已下不及奉取出云々」とあり、現代語で要約すると「造りが大きく

立派で装飾も美しい天下第一の仏閣である最勝光院*1 も建春門院・後白河院没後は仏供灯明

もとどこおり、諸荘からは兵士一人も出仕しない状態であり、放火で仏像なども取出すこと

ができず、ただ塔のみが焼失を免れたという」である。 

これら三例の「土木」は建物を造ること、または建物の造り、を表している。 

*1:最勝光院跡は平安京郊外の三十三間堂の南、現京都市東山区下池田町にある 

（土木学会土木広報センター次長 小松 淳） 
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